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二
ツ
井
町
の
小
中
学
生
の
通
学
路
の
安
全�

�

質
　
い
と
く
二
ツ
井
Ｓ
Ｃ
付
近
の
交
差
点
は
交
通
量
が
多
い

が
、
歩
道
が
な
く
、
交
通
弱
者
に
は
危
険
が
多
い
。
信
号
を

「
歩
車
分
離
式
」に
か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
い

と
く
か
ら
中
学
校
へ
の
通
学
路
に
歩
道
を
整
備
す
べ
き
で
は
。�

�

答
　
歩
車
分
離
式
に
つ
い
て
は
、
地
元
町
内
会
や
学
校
関
係

者
等
の
御
意
見
や
御
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
道
路
管
理
者
の

県
及
び
信
号
や
横
断
歩
道
を
所
管
す
る
能
代
警
察
署
へ
そ
の

内
容
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
道
路
の
部
分
的
な
拡
幅

は
、
か
え
っ
て
見
通
し
を
悪
く
す
る
こ
と
も
あ
り
、
詳
細
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
整
備
に
は
用
地
買
収
等
多
額
の
費
用

を
要
す
る
た
め
、
財
政
負
担
も
考
慮
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。�

��

ト
イ
レ
の
な
い
二
ツ
井
町
観
光
協
会
の
事
務
所�

�

質
　
道
の
駅
が
新
し
く
な
る
の
に
、
二
ツ
井
町
観
光
協
会
の

事
務
所
は
そ
の
建
物
に
入
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
カ
ヌ
ー
艇

庫
を
つ
く
っ
て
そ
の
中
に
入
る
よ
う
だ
が
、
ト
イ
レ
が
な
い
。

女
子
職
員
に
と
っ
て
は
苛
烈
す
ぎ
る
環
境
で
は
な
い
か
。�

�

答
　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
道
の
駅
整
備
事
業
の
基
本
構
想

の
策
定
過
程
で
、
観
光
協
会
か
ら
道
の
駅
に
事
務
所
を
設
置

す
る
要
望
が
な
か
っ
た
た
め
、
道
の
駅
の
建
物
内
に
観
光
協

会
の
事
務
所
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
後
も
観
光

協
会
の
事
務
所
の
位
置
は
決
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
今
年
度
建

設
す
る
カ
ヌ
ー
艇
庫
の
一
角
に
構
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
可

能
な
限
り
職
員
の
労
働
環
境
に
配
慮
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
小
形
風
力
発
電
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定�

○
石
炭
火
力
発
電
を
液
化
天
然
ガ
ス
発
電
に�

○
児
童
虐
待
対
策
に
は
警
察
と
の
連
携
で�

デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上�

�

質
　
車
が
な
け
れ
ば
買
い
物
や
通
院
等
に
不
便
を
来
す
地
域

で
は
、
交
通
弱
者
対
策
と
い
う
福
祉
の
観
点
か
ら
も
取
り
組

み
が
必
要
。
市
民
要
望
が
高
い
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
の
対

応
が
可
能
な
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
急
ぐ
べ
き
。�

�

答
　
市
で
は
現
在
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
目
指
す
、
能
代
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の

策
定
に
着
手
し
て
い
る
。
他
市
の
効
果
的
な
取
り
組
み
事
例

も
参
考
に
、
計
画
策
定
の
過
程
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
通
じ
て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
仕
組
み
を
構
築
し
、
平
成
31
年
度
か
ら

試
験
運
行
を
実
施
し
た
い
。�

��

小
規
模
校
統
合
後
の
空
き
校
舎
の
利
活
用�
�

質
　
今
後
統
合
予
定
の
小
規
模
校
は
、
い
ず
れ
も
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
で
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
や
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た
ほ
か
、
指
定
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
有
す
る
財
産
で
あ
る
。
利
活
用
の
考
え
方
は
。�

�

答
　
今
後
、
早
い
時
期
に
地
域
の
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
検
討
、
方
向
付
け
を
し
た
い
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

学
校
が
果
た
し
て
い
る
役
割
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
建
物
の
状

態
や
耐
用
年
数
、
将
来
に
向
け
た
施
設
の
需
要
や
財
政
負
担

等
を
考
慮
し
、
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
当
面

の
施
設
の
維
持
管
理
や
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
年
度

内
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
地
域
の
皆
様
へ
示
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
今
後
４
年
間
何
を
重
点
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か�

○
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
教
育
行
政
を
導
く
か�

小
規
模
林
家
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
て
は�

�

質
　
木
材
産
業
を
活
性
化
し
木
都
再
興
に
向
か
う
中
、
新
た

な
森
林
管
理
制
度
で
は
森
林
所
有
者
に
対
し
適
切
な
管
理
を

促
す
と
と
も
に
、
で
き
な
い
場
合
に
は
市
が
管
理
す
る
こ
と

と
な
る
。
省
人
化
や
効
率
化
に
向
け
集
約
し
て
い
く
考
え
は
。�

�

答
　
現
在
本
市
で
は
、
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
林
家

が
84
％
を
占
め
る
。
小
規
模
林
家
を
集
め
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
集
約
さ
せ
森
林
経
営
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。
白
神
森
林
組
合
で
は
こ
の
事

業
を
推
進
し
、
除
伐
や
間
伐
、
作
業
道
整
備
等
を
行
っ
て
い

る
。
市
で
は
、
こ
の
補
助
金
に
10
％
相
当
を
か
さ
上
げ
措
置

し
、
施
業
の
集
約
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。�

��

公
営
に
よ
る
合
葬
墓
整
備�

�

質
　
後
継
者
不
足
等
の
社
会
問
題
が
増
加
す
る
中
、
合
葬
墓

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
費
用
面
で
も
安
価
で
需
要
が

見
込
ま
れ
る
が
、
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
で
あ

る
か
。�

�

答
　
本
市
で
は
、
合
葬
墓
等
を
建
立
し
て
い
る
お
寺
が
あ
り
、

受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
多
少
の
空
き
が
あ
る
状
況
等
か
ら
、
現

在
、
市
と
し
て
合
葬
墓
整
備
の
考
え
は
な
い
。
し
か
し
、
跡
継

ぎ
が
い
な
い
こ
と
や
近
隣
に
居
住
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か

ら
、
墓
じ
ま
い
を
検
討
す
る
方
が
全
国
的
に
も
増
加
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
、
今
後
、
墓
じ
ま
い
の
動
向
等

を
見
な
が
ら
、
対
応
を
検
討
し
た
い
。�

そ
の
他
の
質
問
事
項�

○
森
林
環
境
税
及
び
譲
与
税
に
よ
る
影
響
は�

○
木
材
輸
出
コ
ス
ト
削
減
と
能
代
港
の
か
か
わ
り�

○
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
木
材
利
用
が
必
要
で
は�


